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お 知 ら せ

町
の
家
計
簿
よ
り
　
～
平
成
２９
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況
～

総務課　

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
毎
年
２
回
、
予
算
の
執
行
状
況
等
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
９
月
３０
日
現
在
の
状
況
で
す
。

予算額（歳入・歳出ともに）　59億8,144万円■一般会計

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険特別会計 2,475,309 1,030,074 41.6% 1,172,029 47.3%

後期高齢者医療特別会計 189,415 73,132 38.6% 63,431 33.5%

介護保険特別会計 1,215,102 599,296 49.3% 468,506 38.6%

下水道事業特別会計 633,228 95,052 15.0% 225,098 35.5%

（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）

水道事業会計

収益的収入 収益的支出

237,352 175,210

資本的収入 資本的支出

0 17,607

平成28年度末
残　　高

平成29年度末
残　高（見込）

町　　債 7,009,725 6,945,186

積立基金 541,337 362,552

▪歳出　支出済額　23億5,185万円（支出率　３９.３％） （単位：千円）

民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

衛生費

その他

民生費 医療費や子育て支援、高齢者・障害者
の福祉など

総務費 選挙事務、自治会運営などの町の運営費
公債費 借入金の返済など
土木費 道路・公園等の整備など
教育費 学校教育やスポーツ活動、文化財保護

など
衛生費 ごみ処理や健康づくり推進など

1,747,552
762,349

944,319
372,851

709,468
223,916

702,250
176,777

553,900
227,453

530,190
198,834

793,762
389,673

予算現額（上段）
支出済額（下段）

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

詳細は町ホームページをご覧ください。
問合せ　総務課　財政契約担当　☎６２－２１５１

2,620,906
1,636,926

756,523
509,408

544,077
175,470

371,797
58,973

423,157
0

106,915
17,626

1,158,066
806,721

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000

予算現額（上段）
収入済額（下段）

町税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

諸収入

その他

町税 みなさんに納めていただく住民税など
地方交付税 国が集めた税金を市町村等へ配るもの
国・県支出金 国や県が使いみちを指定した補助金など 
町債 町があらたに借りた借入金
諸収入 臨時的な収入など

（単位：千円）▪歳入　収入済額　32億512万円（収入率　５３.６％）

■特別会計

■町債（借入金）・積立基金（貯金） ■公営企業会計
注：国民健康保険特別会計・下水道事業特別会計の不足額は、他会計の歳入現金から一時資金を流用し収入の不足額を補いました。
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嵐
山
町
奨
学
資
金
貸

付
制
度
の
ご
案
内

教育総務課

武
蔵
嵐
山
駅
駐
輪
場
の
利

用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

地域支援課

　

町
で
は
、
有
用
な
人
材
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
経
済
上
の
理
由

に
よ
り
高
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な

方
に
対
し
、
無
利
息
で
奨
学
資
金
を

貸
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
資
金
を
在
学
中
に
貸
付

け
、
卒
業
後
、
計
画
を
た
て
て
返
還

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

奨
学
資
金
の
種
類
、
貸
付
金
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

普
通
奨
学
資
金

高　

校　
　

年
額
２４
万
円
以
内

大　

学　
　

年
額
５０
万
円
以
内

大　

学
（
薬
学
部
）

　
　
　
　
　

年
額
９０
万
円
以
内

大　

学
（
医
学
部
、
歯
学
部
）

　
　
　
　
　

年
額
１
５
０
万
円
以
内

高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　

年
額
２４
万
円
以
内

専
修
学
校　

年
額
２４
万
円
以
内

特
別
奨
学
資
金
（
入
学
金
に
充
て

る
も
の
）

　

必
要
な
方
は
、
教
育
総
務
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
貸
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
等（
教
育

総
務
課
に
あ
り
ま
す
）を
３
月
２
日

（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
６２

−

０
８
２
３

　

武
蔵
嵐
山
駅
東
口
駐
輪
場
は
、
都

合
に
よ
り
平
成
２８
年
１０
月
か
ら
一
部

閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
、
既
存
の
駐

輪
場
を
活
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

駐
輪
場
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
自
転
車
等
は
奥
側
か
ら
置
き
ま
し

ょ
う
。

―
入
口
付
近
に
集
中
的
に
自
転
車
等

が
置
か
れ
る
と
出
入
り
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
通
路
に
自
転
車
等
は
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

―
通
路
に
自
転
車
等
が
置
か
れ
ま
す

と
、
多
く
の
方
の
移
動
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
ゆ
ず
り
あ
い
」
に
よ
り
、
気
持

ち
よ
く
駐
輪
場
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
今
後
、
武
蔵
嵐
山
駅
全
体
の
駐
輪

場
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

地
域
支
援
課　

人
権
・
安

全
安
心
担
当　

☎
６２

−

２
１
５
２

　

現
在
、
武
蔵
嵐
山
駅
構
内
に
お
い
て
、「
地
域
活
力
創
出
拠
点
施

設
」
を
建
設
中
で
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
①
総
合
観
光
案
内
整
備
、
②
物
産
販
売
、
③
地
域
活

性
化
の
拠
点
、
④
就
労
相
談
、
⑤
居
住
相
談
、
⑥
高
齢
者
や
駅
利
用
者

の
憩
い
の
場
等
、「
多
目
的
」
か
つ
「
多
世
代
」
の
交
流
拠
点
と
し
て

利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

地
域
活
力
創
出
拠
点
施
設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
！

　

地
域
活
力
創
出
拠
点
施
設
は
、
今
後
嵐
山
町
の
顔
と
な
る
複
合
施
設

で
す
。
そ
こ
で
嵐
山
町
の
顔
と
し
て
、
町
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
永

く
親
し
ま
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
：
１
月
４
日（
木
）～
１
月
１８
日（
木
）

　

詳
し
い
応
募
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
企
業
支
援
課
、
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
募
集
要
項
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　

企
業
支
援
課　

商
工
・
観
光
担
当　

☎
６２

−

０
７
２
０

武
蔵
嵐
山
駅
に
地
域
活
力
創
出

拠
点
施
設
を
建
設
中
で
す

１２月上旬の工事の様子


